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本
消
防
協
会
長
表
彰

（
精
績
章
）

小
田
方
面
隊

小
田
分
団
　
分
団
長
　
松
本
福
輝

田
渡
分
団
　
　
団
員
　
西
山
富
雄

（
勤
続
章
）

内
子
方
面
隊

内
子
分
団
　
分
団
長
　
大
藤
　
聡

班
長
　
曽
根
和
也

団
員
　
西
岡
勝
敏

団
員
　
六
車
定
生

五
城
分
団
　
　
班
長
　
稲
田
彰
二

大
瀬
分
団
副
分
団
長
　
上
田
孝
浩

部
長
　
上
岡
好
行

団
員
　
福
見
光
生

団
員
　
山
崎
英
和

立
川
分
団
　
　
団
員
　
久
保
俊
二

団
員
　
藤
江
茂
雄

満
穂
分
団
　
　
部
長
　
上
田
雄
一
郎

団
員
　
稲
月
正
美

小
田
方
面
隊

参
川
分
団
　
　
部
長
　
梅
川
幸
治

団
員
　
嘉
野
忠
司

団
員
　
室
岡
勝
彦

小
田
分
団
　
　
班
長
　
上
野
昌
宏

団
員
　
藤
﨑
泰
三

田
渡
分
団
　
　
班
長
　
梅
木
雅
生

愛
媛
県
知
事
表
彰

（
功
労
章
）

女
性
分
団
　
　
部
長
　
尾
﨑
千
枝

内
子
方
面
隊

五
城
分
団
　
　
班
長
　
怱
那
喜
伴

団
員
　
横
田
正
直

小
田
方
面
隊

小
田
分
団
　
　
団
員
　
上
野
正
一

田
渡
分
団
　
　
班
長
　
水
田
　
誠

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

（
功
績
章
）

内
子
方
面
隊

内
子
分
団
　
分
団
長
　
大
藤
　
聡

立
川
分
団
　
　
団
員
　
水
野
　
章

小
田
方
面
隊

田
渡
分
団
　
分
団
長
　
大
森
栄
次

（
勤
続
章
）

内
子
方
面
隊

五
城
分
団
　
　
班
長
　
野
地
宏
鷹

班
長
　
野
中
俊
一

班
長
　
竹
内
孝
悦

大
瀬
分
団
　
　
班
長
　
嶋
﨑
　
崇

立
川
分
団
　
　
班
長
　
入
山
照
国

五
十
崎
方
面
隊

中
央
分
団
　
　
班
長
　
増
原
圭
一
郎

五
十
崎
分
団
　
班
長
　
清
水
亀
久

班
長
　
山
根
大
志

天
神
分
団
　
　
班
長
　
藤
田
　
徹

班
長
　
飛
野
一
弘

班
長
　
智
葉
　
誠

団
員
　
山
岡
康
久

平
岡
分
団
　
　
班
長
　
松
岡
幸
葊

団
員
　
仲
田
清
生

団
員
　
川
本
　
学

団
員
　
脇
坂
健
一

団
員
　
福
岡
将
士

団
員
　
山
本
博
幸

小
田
方
面
隊

小
田
分
団
　
　
班
長
　
三
浦
祥
道

親
子
団
員
表
彰

内
子
方
面
隊

大
瀬
分
団
　
　
班
長
　
宮
田
敦
義

女
性
分
団
　
　
団
員
　
宮
田
麻
巳
子

小
田
方
面
隊

参
川
分
団
　
　
団
員
　
室
岡
勝
彦

団
員
　
室
岡
康
平

感
謝
状

川
登
自
治
会
自
主
防
災
会

　
会
長
　
竹
田
義
明

中
田
渡
自
主
防
災
会

　
会
長
　
冨
岡
和
年

大
州
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

（
勤
続
章
）

女
性
分
団
　
　
団
員
　
大
森
邦
子

内
子
方
面
隊

内
子
分
団
　
　
団
員
　
曽
根
航
也

団
員
　
沖
永
雅
之

団
員
　
石
岡
星
治

団
員
　
中
田
正
樹

五
城
分
団
　
　
団
員
　
篠
原
　
孝

団
員
　
泉
　
壮
一

団
員
　
向
居
邦
浩

団
員
　
福
岡
正
晃

大
瀬
分
団
　
　
団
員
　
北
岡
智
仁

団
員
　
城
戸
　
英

団
員
　
仲
岡
秀
基

団
員
　
酒
井
優
覚

団
員
　
大
程
寿
博

立
川
分
団
　
　
団
員
　
松
岡
正
樹

団
員
　
関
根
律
之

満
穂
分
団
　
　
団
員
　
髙
石
裕
司

団
員
　
山
田
史
郎

団
員
　
三
浦
裕
太
郎

五
十
崎
方
面
隊

五
十
崎
分
団
　
団
員
　
栗
田
昌
志

天
神
分
団
　
　
団
員
　
宮
脇
勇
磨

団
員
　
稲
月
太
一

団
員
　
中
野
翔
太

小
田
方
面
隊

参
川
分
団
　
　
団
員
　
室
岡
康
平

団
員
　
松
野
弘
貴

小
田
分
団
　
　
団
員
　
松
本
義
行

田
渡
分
団
　
　
団
員
　
奥
谷
慎
一
朗

団
員
　
影
野
智
志

（
規
律
章
）

内
子
方
面
隊

内
子
分
団
　
　
団
員
　
新
上
直
幸

五
十
崎
方
面
隊

五
十
崎
分
団
　
団
員
　
小
野
祥
吾

平
岡
分
団
　
　
班
長
　
大
成
健
二

団
員
　
亀
沖
隆
宏

御
祓
分
団
　
　
団
員
　
宮
内
敦
司

小
田
方
面
隊

参
川
分
団
　
　
班
長
　
西
田
　
祥

内
子
町
長
表
彰

（
勤
続
章
）

内
子
方
面
隊

五
城
分
団
　
　
団
員
　
上
田
和
輝

団
員
　
森
井
洋
信

団
員
　
篠
﨑
正
弥

団
員
　
横
田
一
気

団
員
　
宮
内
和
也

大
瀬
分
団
　
　
班
長
　
山
本
健
吾

団
員
　
高
岡
　
亮

団
員
　
森
本
開
秀

立
川
分
団
　
　
団
員
　
森
岡
　
勝

団
員
　
入
江
貴
祥

満
穂
分
団
　
　
団
員
　
宮
本
久
夫

団
員
　
山
本
祥
智

団
員
　
西
山
　
学

五
十
崎
方
面
隊

五
十
崎
分
団
　
団
員
　
鍜
治
岡
健
二

団
員
　
櫻
田
正
己

天
神
分
団
　
　
班
長
　
中
本
大
成

団
員
　
平
井
孝
明

団
員
　
渡
邉
清
博

団
員
　
向
井
英
二

平
岡
分
団
　
　
団
員
　
金
井
恭
兵

団
員
　
永
見
裕
輝

小
田
方
面
隊

参
川
分
団
　
　
団
員
　
中
田
貴
博

団
員
　
吉
川
伸
彦

小
田
分
団
　
　
団
員
　
稲
垣
雄
太
郎

団
員
　
納
堂
邦
弘

団
員
　
谷
口
　
航

※
順
不
同
、
敬
称
略

無
火
災
分
団

４
年
　
立
川
分
団
、
御
祓
分
団

３
年
　
田
渡
分
団

２
年
　
満
穂
分
団
、
平
岡
分
団
　

　
　
　
参
川
分
団

１
年
　
内
子
分
団
、
五
城
分
団
　

　
　
　
大
瀬
分
団
、
天
神
分
団

《
受
章
者
一
覧
》
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まちの安心・安全を担う567人が集結
「令和６年内子町消防出初式」

　「
令
和
６
年
内
子
町
消
防

出
初
式
」
が
２
月
18
日
、
内

子
運
動
公
園
で
開
か
れ
、
谷

岡
和か

ず
ひ
こ彦
団
長
以
下
５
６
７
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
式
典
で

は
車
両
点
検
に
続
い
て
、
小

田
分
団
が
ポ
ン
プ
車
操
法
、

大
瀬
・
五
十
崎
・
参
川
の
３

分
団
が
小
型
ポ
ン
プ
操
法
を

実
施
。
号
令
に
合
わ
せ
た
各

団
員
の
き
び
き
び
と
し
た
動

き
で
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果

を
披
露
し
ま
し
た
。

　
谷
岡
団
長
は
関
係
各
所
の

消
防
活
動
に
対
す
る
支
援
に

感
謝
を
述
べ
、「
災
害
に
備

え
、
一
人
一
人
が
自
身
や
家

族
の
安
全
を
確
保
し
つ
つ
、

町
民
の
力
と
な
る
た
め
一
丸

と
な
っ
て
邁
進
す
る
よ
う
お

願
い
し
た
い
」と
団
員
へ
の
訓

示
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
団
員
や
関
係
者
の

消
防
活
動
へ
の
功
績
を
た
た

え
て
各
種
表
彰
を
行
い
ま

し
た
。
受
章
者
を
代
表
し
て

田
渡
分
団
の
水
田
誠ま

こ
と

さ
ん

が「
今
後
も
伝
統
あ
る
消
防

精
神
を
継
承
し
、
安
心
安
全

の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
信
頼

さ
れ
る
消
防
隊
を
目
指
し
た

い
」と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

1_召集の号令で一同が整列。厳粛な雰囲気の中で式
典が行われた　2_小型ポンプ操法の披露。機敏な動
きを見せる団員の皆さん　3_小田分団によるポンプ
車操法　4_ラッパ隊の演奏が式典を彩った　5_団
員への訓示を述べた谷岡和彦団長。災害に備えて消
防団員が一致団結するよう呼び掛けた　6_親子団員
表彰を受けた大瀬分団・宮田敦義さんと女性部・宮
田麻巳子さん　7_女性部のアナウンスで式典を進行
8_暖かな日差しの中、入場行進する団員の皆さん
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町
の
歴
史
や
文
化
を
深
堀

り
す
る
全
３
回
の
講
座「
ふ

る
さ
と
学
の
ス
ス
メ
」
の
最

終
回
が
１
月
27
日
、
中
川
地

区
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

同
地
区
に
存
在
し
た
と

さ
れ
る「
居い

ば

い

の

倍
野
城
」
に
つ

い
て
学
ぶ
た
め
、
城
跡
を
憩

い
の
場
と
し
て
活
用
す
る
住

民
や
、
山
城
の
愛
好
家
ら
25

人
が
参
加
。
講
師
の
日
和
佐

宣の
ぶ
ま
さ正

さ
ん（
戦
乱
の
空
間
編

集
会
）
か
ら
山
城
や
地
形
の

特
徴
な
ど
を
学
び
、
城
跡
を

見
学
し
ま
し
た
。
日
和
佐
さ

ん
は「
戦
の
際
は
村
の
防
衛

拠
点
と
し
て
、
そ
の
後
は
住

民
の
集
う
場
と
し
て
、
大
切

に
さ
れ
て
き
た
と
分
か
る
場

所
」と
魅
力
を
語
り
ま
し
た
。

「
昔
は
手
漕こ

ぎ
の
ポ
ン
プ
。
水
を
飛
ば
す
の

に
も
苦
労
し
た
」と
振
り
返
る
大
野
さ
ん

現
地
に
残
る
相
撲
場
。「
形
が
よ
く
残
さ
れ

て
民
俗
的
価
値
も
あ
る
」と
日
和
佐
さ
ん

山
城
を
守
る
人
々
に
思
い
を
は
せ
て

「
第
３
回
ふ
る
さ
と
学
の
ス
ス
メ
」

地
域
の
消
防
防
災
に
尽
く
し
て
半
世
紀

大
野
薫
喜
さ
ん
に
瑞
宝
単
光
章

　

令
和
５
年
秋
の
叙
勲
の
受

章
者
が
11
月
３
日
付
け
で
発

表
さ
れ
、
消
防
功
労
者
と
し

て
大
野
薫し

げ
き喜
さ
ん（
77
）
＝

臼
杵
上
＝
が「
瑞
宝
単
光
章
」

を
受
章
し
ま
し
た
。

　

大
野
さ
ん
は
昭
和
40
年
に

旧
小
田
町
消
防
団
田
渡
分
団

に
入
団
し
、
平
成
10
年
か
ら

は
同
分
団
長
を
歴
任
。
退
任

後
に
再
入
団
し
て
75
歳
ま
で
、

半
世
紀
以
上
に
わ
た
る
消
防

活
動
で
地
域
の
安
心
・
安
全

の
た
め
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

受
章
に
つ
い
て
大
野
さ
ん

は「
体
が
動
く
う
ち
は
、
と

続
け
て
き
た
。
長
く
で
き
た

の
は
団
員
と
の
絆
、
集
う
楽

し
み
が
あ
っ
た
か
ら
」
と
仲

間
へ
の
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
か
ら
の
贈
り
物

大
谷
翔
平
選
手
が
小
学
校
へ
グ
ロ
ー
ブ
寄
贈

　

ア
メ
リ
カ
の
メ
ジ
ャ
ー

リ
ー
グ
で
活
躍
す
る
野
球
選

手
・
大
谷
翔し

ょ
う
へ
い平
さ
ん
か
ら
全

国
の
小
学
校
へ
、
少
年
用
グ

ロ
ー
ブ
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

内
子
町
に
は
１
月
17
日
に
計

21
個
が
届
き
、
教
育
委
員
会

か
ら
町
内
の
各
小
学
校
へ
送

ら
れ
ま
し
た
。

　

五
十
崎
小
学
校
で
は
大
谷

選
手
か
ら
添
え
ら
れ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
と
も
に
、
全
校
児

童
に
グ
ロ
ー
ブ
を
披
露
。
現

在
は
子
ど
も
た
ち
が
休
み
時

届
い
た
グ
ロ
ー
ブ
は
各
校
に
右
投
げ
用

が
２
個
、
左
投
げ
用
が
１
個
。
昼
休
み

に
野
球
を
楽
し
む
五
十
崎
小
の
５
年
生

間
な
ど
に
自
由
に
使
え
る
よ

う
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
昼

休
み
に
同
級
生
と
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
を
楽
し
む
上
味
翔か

け
る

さ

ん（
同
小
５
年
）は「
届
い
た

グ
ロ
ー
ブ
は
格
好
良
く
て
使

い
や
す
い
。
元
々
野
球
を
し

て
い
た
子
も
、
あ
ま
り
し
な

い
子
も
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
が

多
く
な
っ
た
。
学
校
で
野
球

を
す
る
子
が
も
っ
と
増
え
た

ら
試
合
を
し
て
、
み
ん
な
で

使
っ
て
み
た
い
」
と
目
を
輝

か
せ
ま
し
た
。

トップ選手と競い合った松井悠真さん
Ｕ－18・男子60㍍で６位入賞

　
「
２
０
２
４
年
日
本
室
内

陸
上
競
技
大
阪
大
会
」
が

２
月
２
・
３
の
両
日
、
大
阪

城
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
松
井

悠ゆ
う
ま真
さ
ん（
内
子
高
校
１
年
）

が
18
歳
以
下
・
男
子
60
㍍
の

部
に
出
場
。
決
勝
で
６
秒
95

の
タ
イ
ム
を
記
録
し
、
６
位

入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

同
大
会
に
は
高
校
２
年
生

以
下
で
１
０
０
㍍
の
資
格
記

録
を
突
破
し
た
、
全
国
の
上

位
32
人
が
出
場
し
ま
す
。
松

井
さ
ん
は
60
㍍
の
種
目
も
、

室
内
で
の
大
会
も
初
挑
戦

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
大
会
前

に
足
を
負
傷
し
、
痛
み
と
不

安
の
中
で
迎
え
た
と
い
う
本

番
に「
予
想
以
上
に
緊
張
し

て
、
決
勝
で
は
予
選
の
タ
イ

ム
を
超
え
ら
れ
な
か
っ
た
」

と
悔
し
さ
が
滲
み
ま
す
。
そ

れ
で
も
松
井
さ
ん
は
大
会
を

振
り
返
り「
入
賞
は
家
族
や

先
生
、
仲
間
の
応
援
の
お
か

げ
。
全
国
レ
ベ
ル
の
選
手
と

競
い
合
え
て
、
い
い
経
験
に

な
っ
た
」と
語
り
ま
し
た
。

「試合前に先生から『楽しんで来い』と声をかけてもらい、緊張に
負けず勝負に臨めた。今後も、さらに高みを目指したい」松井さん

「
自
分
の
地
域
が
被
災
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
で

き
ま
す
か
」と
防
災
意
識
を
問
う
楠
本
さ
ん

鍵
は「
自
助
・
共
助
・
近
所
」の
支
え
合
い

大
瀬
地
区
で
防
災
を
学
ぶ
研
究
大
会

　
「
大
瀬
自
治
セ
ン
タ
ー
地
域

づ
く
り
研
究
大
会
」
が
２
月

16
日
、
同
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、64
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は　

消
防
防
災
科

学
セ
ン
タ
ー
の
楠
本
員か

ず
み
つ三

さ

ん
が「
災
害
に
強
い
自
主
防

災
組
織
を
目
指
し
て
」
と
題

し
て
登
壇
。
近
い
将
来
に
発

生
が
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ

フ
地
震
の
特
徴
や
、
避
難
所

運
営
の
事
例
な
ど
を
紹
介
し

ま
し
た
。
楠
本
さ
ん
は「
自

分
と
家
族
が
助
か
ら
な
い
と

地
域
の
活
動
は
で
き
な
い
。

災
害
は
思
っ
た
通
り
に
は
来

な
い
の
で
、
自
分
が
被
災
す

る
と
い
う
意
識
と
、
避
難
す

る
勇
気
を
持
っ
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
ち
の
景
観
形
成
の
意
義

を
考
え
る「
内
子
町
景
観
ま

ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が

２
月
22
日
、
内
子
自
治
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

５
年
ぶ
り
に
開
催
し
た
今

回
は
、
愛
媛
大
学
大
学
院
理

工
学
研
究
科
准
教
授
の
白
柳

洋ひ
ろ
と
し俊
さ
ん
が「
地
域
づ
く
り
に

向
け
た
公
共
デ
ザ
イ
ン
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
。
全
国
の
事

例
を
紹
介
し
、「
ま
ち
の
公
共

的
な
空
間
が
景
観
と
し
て
つ

な
が
る
と
相
乗
効
果
が
生
ま

れ
る
」「
先
人
が
守
っ
て
き
た

景
観
を
時
代
に
合
わ
せ
て
調

整
す
る
の
が
大
切
」と
説
明
し

ま
し
た
。
約
60
人
が
熱
心
に

聞
き
入
り
、
講
演
後
は
多
く

の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
将
来
像
を
共
有
し
、
皆
さ
ん
で
協
働
で

き
る
方
法
を
考
え
よ
う
」
と
白
柳
さ
ん

人
、
場
所
、
時
間
を「
景
観
」で
つ
な
ぐ

内
子
ら
し
い
風
景
づ
く
り
の
学
習
会

（一財）
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